
電気や超音波、光などを用いる

物理療法の活用が進んできた。

目的を定め、的確な機器を適切

に用いると効果が期待できる。

どんどん進化する物理療法機器

の世界について、スポーツドク

ター、理学療法士、マッサージ

ャー、物理療法機器メーカーの

人に聞いた。最新の機器の紹介

も含め、スポーツ現場や家庭で

も使用できる機器とその効果的

な使用法について紹介する。治

療のみならず、日々のコンディ

ショニングにも有用である。
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1 スポーツ現場で用いられている物理療法とその可能性 宮崎誠司　P.6
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スポーツ現場での物理療法：注目の新製品 P.26
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整形外科医として全日本柔道のチームドク

ターを務めてきた経験を有する宮崎先生

は、現場での経験から物理療法を広く用い

るだけでなく、その効果についての研究も

されている。スポーツ現場における物理療

法に関する講演も行うなど、物理療法の普

及と理解を広める活動もされている。その

宮崎先生に、スポーツ現場での物理療法に

ついて聞いた。

「何かもっとできないか」
──先生が物理療法に興味を持たれたの

は、ご自身の現場での経験がきっかけ？

宮崎：柔道の全日本のドクターを前任者か

ら引き継いだのが1996年のアトランタ・

オリンピックの後でした。以来、合宿や遠

征などに帯同した際に、トレーナーがスタ

ッフとして稽古や試合が終わったらアイシ

ングを行い、宿舎に帰りマッサージを行う

ことがおもな仕事で、当時は物理療法の機

器も使っていませんでした。この状況のな

かで、選手がケガをしたとき、私のなかで

単にアイシングやマッサージだけでは物足

りないと思える部分が出てきたのです。

そのころ、ケガをして２カ月や３カ月後

に大事な試合があるというケースが出てき

て、「何かもっといいものはないか」、「何

かもっとできないだろうか」、現場で物理

療法機器などが使えないかと考えたのが、

物理療法を導入するきっかけです。

──そんなに重症ではない、手術が緊急的

に必要なものではないケース。

患部を刺激し、周波の浸透している範囲で

電極間に刺激を与えることで、細胞面が刺

激され鎮痛などの効果を発揮するとされ

る）という物理療法機器（伊藤超短波社製）

を使いました。それで予想していたよりも、

早く痛みが引いたこともあって、１カ月半

くらいしかなかったのですが、十分に試合

ができて、結局優勝して代表権を獲得した

のです。そういうことがあったので、もっ

とわれわれが勉強して使い方をうまくした

ら効果的なのではないかと思いました。

──それがきっかけでいろいろ試していっ

た。

宮崎：それまでにもNATAのATCの方か

ら、「アメリカではトレーナーが超音波な

どはみんな自分で持っているんですよ」と

いう話を聞いていたので、８～９割の人が

自分で持って使っているんだということは

知っていましたが、それまでは実感がなか

ったというのが現状でした。そのころから、

積極的に使うようになっていきました。

宮崎誠司
東海大学体育学部武道学科准教授、整形外科医

全日本柔道連盟医科学委員

宮崎：そうです。具体的に言うと1999年

だったと思いますが、日本代表でオリンピ

ックに出場するクラスの選手が直前の試合

で肘の靱帯を傷めてしまった。まだ出場権

がなかった選手だったので、４月に傷めて、

５月の試合で国際大会に出場して出場権を

取らないとオリンピックに出られないとい

う状況のなかで、「何かできることはない

か」というところから始めたのです。その

ころから物理療法を積極的にやったほうが

いいという実感が出てきました。それまで

も病院に勤務していたときから、たとえば

電流刺激療法や超音波療法というものがあ

るということは知っていましたし、理学療

法士が用いているというのももちろん知っ

ていました。しかし、私自身が物理療法の

効果がそこまであると実感がありませんで

したし、接骨院などで行われているのと同

じ治療というイメージくらいしか持ってい

なかったので、あまり積極的に使っていな

かったのです。

──多くの整形外科医は今でもそうかもし

れない。

宮崎：そのようですね（笑）。今の日本の

医療システム自体が、物理療法のなかにも

いろいろな種類があるのにもかかわらず、

全部をひとくくりにして、オーダーにして

も単に「物理療法」というだけで、「温め

るとか何かしておいて」という程度で明確

な目的はないような感じを受けます。

スポーツ現場で治療として用いる
物理療法
──その肘の損傷に対しては何を？

宮崎：微弱電流刺激と電気治療のなかで立

体動態波刺激（３次元で干渉した中周波が

みやざき・せいじ医師
1965（昭和40）年生まれ。平成3年愛媛大学医学
部卒業。平成5年東海大学医学研究科。平成11年
横浜新緑総合病院　整形外科部長。平成16年東海
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解しにくいところがあるかもしれません。

今後必要なこと
──先生としては物理療法に対してスポー

ツ現場での今後の可能性を考えたときに、

研究のほかにどのようなことが必要？

宮崎：やはり使える場所がどこまで増えて

いくかということと、選手自体がもう少し

使ったら「いい」という体感が得られれば

もっと増えていくのではないかと思いま

す。現実問題として、本学でもそうですが、

昼に授業を受けて、授業が終わってから練

習をして、練習が終わったあとでまったく

治療ができる場所がないのです。私も教員

ですので、やはり私の授業を休んで「病院

に行ってきます」と言われるとやはり少し

抵抗があります。大学は選択で授業をとれ

ますが、中学・高校では休める授業がない

わけです。ということは授業をやって、そ

のあとに練習を午後８時くらいまでやった

ら、普段のケアをする場所がまったくあり

ません。病院も受付が午後５時30分まで

とすると、夜７時、８時にケガをしても基

本的に診てもらうところに限りがあるのが

日本の現状なのです。家で自分でケアがで

きるか、もしくはスポーツの現場の活動時

間に合わせた社会的な変化がない限りはや

はり難しいかと思います。

──学校を休んでいくしかない。

宮崎：日本の社会の教育現状としては、ゆ

とり教育からまた厳しい方向になっていく

でしょう。何度も授業を休んでとなると、

その生徒の高校や大学進学のための内申書

にも欠席と記載され、推薦なども受けられ

なくなってしまう可能性があります。もち

ろん学校も休めず、練習も休めず、痛いけ

れどしょうがないから、もう少し続けよう

というのが現状ではないでしょうか。

──結局どうしようもなくなってから病院

に行くことになる。

宮崎：親がみるにみかねてという場合が

中・高校生には多いような気がします。

──しかし、医療と現場を結ぶ役割を誰か

が果たしていかないと、その問題は解決し

ない。いくらいい機器があっても、どこか

で、その使い方などを教える場がないとい

けない。

宮崎：柔道整復師の先生や鍼灸の先生方が

夜遅くまでケアをしてくれたりとか、仕事

は午後５～６時までやって、そのあと高校

や大学に行かれる柔道整復師や鍼灸師の先

生方が増えてきているので、そういうのも

１つの方法だと思いますし、そういう方が

現場でやってもらえるというのは、これか

ら全体的に選手を診られる環境になるため

には必要だと思います。やはりスポーツに

対するケアというのはある一部の日本を代

表する選手だとか、プロ選手だとかに対し

てできればいいというものではなくて、そ

こに至るもっと前の小学校から高校生まで

の人たちのケアができるようにならない

と、これから10年20年後にはどんどん日

本のスポーツ界は、人材がいなくなってし

まうのではないかと危惧しています。

──幸運にもケガをしなかった選手だけが

残る…

宮崎：結局そうなのですが、ケガをしない

選手は強いとかうまい選手だと言われ、そ

れも一理ありますが、ケガをしてもそんな

にひどくなくてすめば、将来スポーツ界で

活躍できる人が増えていくのではないかな

という気がします。
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まず11月3日、伊藤超短波株式会社主催の

セミナーでの標記タイトルと同様の演題に

よる講演内容を掲げる。このセミナーは実

技主体であったが、冒頭の総論的講演を再

用い、どのような考えで使い治療として行

っているのかについて紹介します。その後、

実際にどのように効果としてみられるのか

を体感していただきます。

運動機能の評価
最初に機能と評価について簡単に触れて

おきます。当センターではスポーツ選手に

玉置龍也
財団法人　横浜市体育協会

横浜市スポーツ医科学センター　整形診療科理学療

法士

編集し、その後玉置先生にインタビューし

た内容を掲載する。なお、具体的な機器の

説明については本特集の主旨から外れるの

で割愛した。

一口に物理療法と言っても、さまざまな

使用方法があるかと思いますが、横浜市ス

ポーツ医科学センターでどのようなものを


